
盲導犬ユーザーと出会ったら・・・
～盲導犬がいることでイヤな思い、困ることの

ない社会をつくりたい～

公益財団法人 関西盲導犬協会

久保 ますみ

1.ほじょ犬って？

1‐1.身体障害者補助犬の種類

• 盲導犬：目の見えない・見えにく
い人が安全に移動できるよう
サポート

• 介助犬：手足の不自由な人の日
常生活の動作（物を拾う、体勢
を変えるなど）をサポート

• 聴導犬：耳の聞こえない・聞こえ
にくい人に生活に必要な音（メールの着信音
や車のクラクションなど）を知らせる

介助犬訓練事業者 ・・・ 25団体

介助犬認定法人 ・・・・・ 7団体

聴導犬訓練事業者 ・・・ 21団体

聴導犬認定法人 ・・・・・ 6団体

盲導犬育成団体 ・・・・・ 11団体

1‐2. 身体障害者補助犬育成・
認定団体

1‐3. 身体障害者補助犬使用者数
都道府
県

盲導犬 介助犬 聴導犬 都道府
県

盲導犬 介助犬 聴導犬 都道府
県

盲導犬 介助犬 聴導犬

2016.3 2016.6 2016.6 2016.3 2016.6 2016.6 2016.3 2016.6 2016.6

北海道 55 3 0 石川県 21 1 0 岡山県 16 0 0

青森県 5 0 0 福井県 5 2 0 広島県 35 0 0

岩手県 12 4 0 山梨県 20 0 0 山口県 15 1 0

宮城県 21 0 0 長野県 21 2 1 徳島県 3 1 0

秋田県 14 0 0 静岡県 48 4 3 香川県 7 0 0

山形県 7 0 0 愛知県 36 5 0 愛媛県 11 1 1

福島県 14 0 0 岐阜県 7 1 0 高知県 9 0 0

茨城県 25 0 0 三重県 13 0 0 福岡県 23 1 0

栃木県 13 3 0 滋賀県 13 2 2 佐賀県 5 0 0

群馬県 7 0 1 京都府 18 5 3 長崎県 4 0 1

埼玉県 47 3 8 大阪府 63 8 12 熊本県 9 0 0

千葉県 31 1 2 兵庫県 47 4 4 大分県 14 0 0

東京都 100 8 12 奈良県 14 1 4 宮崎県 12 1 0

神奈川
県 59 10 4

和歌山
県 5 0 2

鹿児島
県 20 0 0

新潟県 34 0 4 鳥取県 5 0 0 沖縄県 5 1 1

富山県 6 0 0 島根県 14 0 0 合計 988 73 65



1‐4. 身体障害者補助犬法とは･･･

①公的施設・公共交通機関・不特定多数の人が利用
する施設・一定規模以上の事業所
→補助犬の受け入れ義務

②補助犬ユーザー
→補助犬の表示、使用者証・健康管理手帳の携帯

③補助犬育成団体
→良質な補助犬の育成

④国民
→補助犬ユーザーに対して、協力をするよう努める

2. 盲導犬とは・・・
2‐1.盲導犬の条件
①国家公安委員会が指定した公益法人で訓練・認定
公益財団法人北海道盲導犬協会
公益財団法人東日本盲導犬協会
一般財団法人全国盲導犬協会
公益財団法人日本盲導犬協会
公益財団法人アイメイト協会
公益財団法人日本補助犬協会
社会福祉法人中部盲導犬協会
公益財団法人関西盲導犬協会
社会福祉法人日本ライトハウス
社会福祉法人兵庫盲導犬協会
公益財団法人九州盲導犬協会

②ハーネスを装着、「盲導犬」の表示

③必要な訓練を修了した視覚障害者が使用

2‐2. 盲導犬ユーザーとは･･･

①国家公安委員会が指定した法

人で訓練を修了、または認定を
受けている

②盲導犬には「盲導犬」の表示

③盲導犬使用者証、身体障害者補
助犬健康管理手帳を携帯

2‐3. 盲導犬が生まれてから引退するまで

出産 パピーウォーキング（2ヶ月～1才）

訓練（1～2才） 共同訓練



盲導犬として（2～10才）

リタイア（10才～）

3.視覚障害とは･･･

3‐1.全盲と弱視

視覚障害は視力0？
いいえ、全盲より弱視の方が多い

ぼんやり見える 狭い範囲が見える 周辺が見える

＋人によって見やすい条件は異なるだけでなく、

天気や時間帯、明るさによって見えにくさは異なる

3‐2. 視覚障害者の歩行手段とは･･･

手引き 白杖 盲導犬



3‐3. 盲導犬の作業とは･･･

左側による 段差で止まる 障害物をよける

3‐4.白杖を選ぶ人、盲導犬を選ぶ人

• 大切なことは

“どの方法が優れているか”ではなく、

① 自分に合った方法を選ぶこと

② 併用することも含めて、TPOに合わせて

使い分けること

4.盲導犬ユーザーと出会ったら・・・
4‐1.なぜ転落事故が起きてしまうのか？

① ホームの形状

ホームの巾が狭くなっていた

り、大きくカーブしているホームや櫛形ホーム

イラスト出典：関西盲導犬協会HP

② ホームの状況

並んでいる人や、エスカレーターを乗るために待って
いる人で混雑しているホーム

ホーム端の点字ブロックを
階段手前の点字ブロックと
間違えることも･･･

イラスト出典：関西盲導犬協会HP



4‐2.気をつけたいこと

①使用者は盲導犬の動きと周囲の状況から判断

→判断を誤った時、まわりの人の声かけが大切

☆「何かお手伝いすることはありませんか」と聞いてみま
しょう。

②盲導犬が盲導犬としての作業に集中するためには

→周りの人の協力が必要

☆盲導犬にさわったり、声をかけたり、見つめたりしない
ようにしましょう。

4‐3. 受け入れのために必要なことは･･･

①視覚障害者に接する時に気をつけたいこと

・視覚障害者本人に直接話すこと

・視覚による状況把握ができない・できにくい分、言葉に
よる説明が重要

・どう対応していいのかわからない場合は、盲導犬ユー
ザーに尋ねてみること

②法律を守ること

・身体障害者補助犬法

・障害者差別解消法

③ まずは知ること

盲導犬ユーザーも、そうでない人も、どちらかが一方的
にガマンするのではなく、共に過ごせるよう、

ご理解とご協力をお願いいたします。


